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成分名 チモール 

英文名 Thymol 

CAS No. 89-83-8  

収載公定書 日局  EP  NF 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/89-83-8  

 

投与経路 用途 

一般外用剤  安定（化）剤、矯味剤、芳香剤、防腐剤保存剤 

舌下適用 

歯科外用及び口中用  

 

JECFA の評価 

委員会はフェノール及びその誘導体47化合物について，推定摂取量までの安全性に問題がない

ものと結論した。チモール推定摂取量: EU: 59 μg/日，US: 160 μg/日。（WHO Food Additives 

Series 46, 2001） 

 

１．単回投与毒性 

該当文献なし  

２．反復投与毒性 

 1 群雌雄各 5 匹の Osborne-Mendel ラットに、1000 又は 10000mg/kg diet 濃度のチモールを混

餌投与により 19 週間供与した（夫々、50 又は 500mg/kg bw/day に相当）。ラットの成長や血液パ

ラメーターに異常は認められなかった。高用量群の組織にも肉眼的及び顕微的異常所見は見ら

れなかった。1) (Hagan et al, 1967)  

３．遺伝毒性 

試験 試験系 濃度 結果 文献 

復帰突然変異  
ﾈｽﾞﾐﾁﾌｽ菌 TA97 

TA98, TA100 
1000μg/mL (±S9) 陰性 Azizan & Blevins 1995 2) 

復帰突然変異  

ﾈｽﾞﾐﾁﾌｽ菌 TA98, 

TA100 

TA1535, TA1537, 

TA1538 

451μg/plate (±

S9) 
陰性 Florin et al 1980 3) 

姉妹染色分体

交換 

ｼﾘｱﾝﾊﾑｽﾀｰ胎児

細胞 
0.3-30μg/mL  陽性 Fukuda 19874) 

不定期 DNA 合

成 

ｼﾘｱﾝﾊﾑｽﾀｰ胎児

細胞 

0.3-10μg/mL 

(-S9) 

陰性 

陽性 
Fukuda 19874) 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/89-83-8
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1-10 μg/mL (+S9) 

４．癌原性 

該当文献なし  

５．生殖発生毒性 

 3 例の妊娠ウサギにチモール 294-299 mg/kg を，妊娠 19 日から 7 日間経口投与した。投与 6

日に1例の母動物において，5例の死亡胎仔の流産が観察された。剖検において，他の2例の母

動物のすべての胎仔の生存が確認され，子宮及び胎盤に異常は認められなかった。5) (Savignoni 

& de Maria, 1933)  

６．局所刺激性 

該当文献なし 

７．その他の毒性 

該当文献なし 

８．ヒトにおける知見 

① チモールは，局所の防腐剤もしくは抗真菌剤として使用されており，かつては鈎虫の駆虫剤と

して使用されていた。妊娠初期に投与した 52 名の妊婦において，チモールは先天性欠損の発現

頻度に影響を及ぼさなかった。6) (Heinonen, 1977)  

② しかしながら，流産物質として使用されており，子宮内に注入することにより (チモール注入後

に麦角誘導体を注入することが多い)，流産誘発の作用が認められた。7) (Keemer EB Jr, 1970)  

③ チモールを含む流産誘発剤の使用により，1 例の死亡が報告されている。8) (Thomas TA, 

1975)  
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